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国
家
公
務
員
の
労
働
環
境
に
関
す
る
質
問
主
意
書

公
務
員
制
度
改
革
に
お
い
て
、
人
件
費
削
減
の
た
め
国
家
公
務
員
の
給
与
・
人
員
削
減
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

国
家
公
務
員
の
行
う
べ
き
業
務
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
職
員
一
人
当
た
り
の
業
務
量
が
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
。
過
度
に
職
員
に
対
す
る
負
担
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
労
働
環
境
・
健
康
状
態
を
悪
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
行
政
ミ
ス
や

ゆ
が
み
を
招
く
要
因
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

職
員
の
業
務
が
深
夜
ま
で
に
及
び
、
電
車
・
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
帰
宅
が
不
可
能
な
場
合
、
い
か
な
る
規
定

に
基
づ
い
て
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
か
。
各
省
庁
の
公
費
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
利
用
規
定
を
示
さ
れ
た
い
。

二

前
述
帰
宅
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
利
用
は
、
そ
の
労
働
環
境
の
厳
し
さ
を
反
映
す
る
も
の
と
思
慮
す
る
が
、
国
家
公
務
員
の

現
在
の
労
働
環
境
に
つ
い
て
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
問
題
点
が
あ
る
と
す
る
場
合
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ

う
な
改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

三

国
家
公
務
員
の
う
ち
、
精
神
疾
患
（
う
つ
な
ど
）
を
理
由
に
休
職
、
退
職
し
た
者
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
同
十

七
年
度
ま
で
の
年
度
毎
の
人
数
に
関
す
る
統
計
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
休
職
な
ど
の
届
出
が
な
い
も
の
の
、
精
神

疾
患
の
潜
在
罹
患
者
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
。

一



四

国
家
公
務
員
の
う
ち
、
「
過
労
」
を
原
因
と
し
て
病
気
休
暇
を
取
得
し
た
者
の
件
数
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
度
以
降
十
年

間
の
年
度
毎
の
統
計
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。

五

在
職
中
に
死
亡
し
た
国
家
公
務
員
の
う
ち
、
過
労
死
と
し
て
労
災
認
定
さ
れ
た
件
数
に
つ
い
て
、
平
成
八
年
度
以
降
十
年

間
の
年
度
毎
の
統
計
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


